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「白石 川柳カルタ」を配布しました！！

令和3年度 第2層生活支援コーディネーター活動報告

「白石川柳カルタ」は2月7日から3週にわた
り、白石地区内の会館、白石区社協に配置し、
「毎週取りに来ていただくとカルタが揃う」と
いう冬場のウォーキングを兼ねた取り組みをさ
せていただき、地域の皆さんへお渡しすること
ができました。若干在庫がありますので、期間
内に取りに来られなかった方は、下記までご連
絡下さい。（なくなり次第終了です。）

ＵＲ東札幌６条団地では、毎月最終水曜日に野菜等の移動販売を実施しています。コロ
ナ禍による外出自粛の影響で人と会う機会が減っているため、移動販売を活用した集いの
場作りや買い物困難者への周知に向けて令和３年６月30日に協議体を開催しました。｢複
数店舗が参加すれば興味を持ってもらえるのではないか｣などの意見が出されたことを受け、
障害福祉サービス事業所が運営するパン屋にも声掛けを行い8月から参加いただいています。
結果、パン屋を目当てに新たな利用がありました｡また、重い荷物を運ぶことが困難な方

のために、ボランティアグループ｢しろいし生活応援ひだまり｣に自宅までの荷物の運搬に
協力いただいています。

本郷町内会圏域では、令和2年度に引き続き、相談窓口一覧表の作成や関係機関と
の連携、スマホなどのオンラインを活用した取り組みをテーマとし、令和3年4月5日
・9月6日に協議体を開催しました。

9月の協議体は、関係機関にZOOMで参加してもらい、オンライン形式で会議を開
催。初めてオンライン会議に参加した地域の方からは「思ったより難しくなかった」
「久しぶりに顔を見て話せたので嬉しかった」とオンラインを使った取り組みについ
て、いいイメージを持ってもらうことができました。今後も地域でのスマホ教室の開
催等、地域の皆さんが興味のある活動をサポートしていきます。

カルタを楽しみに、毎週来所
して下さったご家族の皆さん

今回の企画は介護予防センター白石
中央さんとの共同主催となりました

令和2年度に開催された『白石地区高齢者ふくし電話相談窓口』についての協議の
結果、継続的な支援を行っていくこととなり令和3年度は4月21日・10月15日に
協議体を開催しました。

4月の協議体では福まちが電話相談を行っていることの周知方法や㏚用のチラシ作
成について福まち役員の方と話合いを行い、続く10月の協議体では地区社協の役員
の方に、福まち・町内会・民児協3者が連携した相談体制の構想について説明を行い
ました。最初から地区全体で始めるのではなく、見守り活動等福祉活動が熱心な
「白石区本通親和会」をモデル町内会として取り組みを進めていくことについてご
理解いただき、意識共有を図ることができ、試験的に活動を実施しています。
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今年度から、白石区内にある、生活に便利なお店や、テイクアウトが可能な美味しいお店などを

紹介しています。今回は、地下鉄南郷18丁目駅から歩いて行ける、テイクアウトが可能なおいしい
お店を紹介します。※全ての店舗で十分な感染対策を行っておりますがご自身の体調管理を行った
上でお出かけください。詳細は、直接店舗にお問い合わせください。）

Vol.4

～南郷18丁目駅周辺～

コーヒースタンド28
住所：栄通18丁目6-5アサヌマビル1階

Tel：011-876-0729

月～水 8：00～18：00
土日祝 10：00～17：00
定休日 木・金

南郷18丁目駅から徒歩5分にある、自家焙煎
コーヒー専門店です。2013年のオープンから、
「日常の中の至福の一杯」を目指してお客様に美
味しいコーヒーをお届けしています。フルーツの
入った焼菓子やコーヒー以外のドリンクもテイク
アウトできます。また、コーヒー豆の販売もして
おりますので、ご自宅で美味しいコーヒーを楽し
みたい方にもおすすめです。

タネキッチン

住所：本通16丁目北1-13

毎日違うお店が営業しているため、
店舗によって営業時間が異なります。

定休日 不定休

昨年6月にオープンしたお弁当やパン、和菓子
など日替わりで毎日違うテイクアウトができるお
店です。現在12店舗が日替わりで製造販売を行っ
ており、お弁当やお惣菜、パン、アイシングクッ
キー、焼き菓子、和菓子等を販売しています。日
替わりで違うものが楽しめることから、地元の方
からも愛されています。営業日や営業時間の情報
はインスタグラムなどのSNSやお店の前にある看
板をご覧ください。

↑インスタグラム
QRコード


